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第 55 回全肢連全国大会 

報告書 
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第 55 回肢体不自由児者父母の会連合会全

国大会全国大会 

第 57 回東海北陸肢体不自由児者父母の会

連合会愛知大会に参加して 

石田 湧一(ボランティア) 

 

令和 4 年 9 月 10 日に第 55 回肢体不自由児者父

母の会連合会全国大会、第 57 回東海北陸肢体不自

由児者父母の会連合会愛知大会、9 月 11 日にはア

フターイベントがロワジールホテル豊橋で行われ

ました。今回はコロナ禍ということも考慮されて、

一部配信を行い、ハイブリッド開催という形でし

た。 

今年のテーマは「住み慣れた地域で自分らしい

生活ができる共生社会の実現！」でした。そこで、

私は撮影スタッフとして参加させて頂きました。 

基調講演では、「誰もがともに生きていくことが

できるまちづくり」をテーマに玉木さんと新井さ

んに講演頂きました。 

講演は玉木さんの生い立ちと絡めて、社会の考

え方の移り変わりへと進んでいきました。その中

で「インクルーシブ」という言葉が何度か出てき

ました。インクルーシブは、「包括的、物事全体を

包みこむ」という訳から「仲間外れにしない、み

んな一緒に」という意味で使われています。 

講演を聞く前は、インクルーシブはとても前向

きな言葉として捉えてきましたが、講演を聞いて

いるうちに、立場によって意味が変わってくる様

に感じました。人間にはそれぞれに個性があって、

能力に差があって、個性の差を埋めるために、時

には特別扱いと捉えられるような支援が必要だと

思いました。 

仲間外れになる人が出ない社会の実現はとても

難しいことであると思いますが、障がいの有無に

かかわらず、一人でも多くの人が適切な支援を受

けられて、共生社会と呼ばれる分け隔てなく、そ

れぞれの進みたい道へ進んで暮らすことのできる

社会が実現するといいなと感じました。 

第 3 分科会では、「大地震に備える」をテーマに、

水谷さん、町屋さん、斎藤さん、本田さんに講演

頂きました。 

僕の場合、地震等の災害時のことは家族内では

話し合いをしてきましたが、高齢者や車いす使用

などの様々な環境に置かれている方々のことは、

なかなか情報を得ることはこれまで機会が無かっ

た為、新しく知ることが多くありました。食料や

トイレ等、自分たちには十分だと思っていたこと

が、それぞれの事情によって十分では無かったの

だと感じました。 

自治体の取り組みだったり、防災訓練だったり

と紹介頂き、自分の住んでいる自治体がどのよう

な取り組みをしているのか、改めて調べて知るこ

とから始め、いざとなった時に十分に活用できる

ように知識の準備もしておこうと思いました。 

今回の全国大会は、基調講演と第 3 分科会の２

つの講演が行われ、第 1，2、4 分科会は後日配信

となりましたが、今回の 2 つの講演は、衝撃を受

ける瞬間が何度もありました。とてもいいきっか

けになりました。また、コロナ禍で家族以外と会

う事を躊躇う日々を過ごしてきましたが、このよ

うな機会を頂き、様々な方々とお話し出来たこと

にうれしく思います。開催の判断が難しい時期で

あったと思いますが、開催を決断して頂いてあり

がとうございました。 

アフターイベントでは、心魂プロジェクトの皆

さんよるパフォーマンスが行われました。コロナ

が広がってからは、初めての対面によるパフォー

マンスになったそうです。 

心魂の皆さんのパワーには毎回驚きます。会場の

雰囲気が最初の音からガラリと変わります。まだ

まだ制限の多い中で、あそこまでのパフォーマン

スを見ると楽しいを通り越して、涙が出てきまし

た。最高のパフォーマンスとみんなの最高の笑顔

をありがとうございました。 
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食事会 

 

始まる前に豊橋の映像が流れて良かったです。 

コカコーラさんから飲み物をいただき、美味しか

ったです。食事会のときに一緒に食事をした方が

これから行われるさくらピア、あいトピアのイベ

ントについて話してくださいました。お話が聞け

て嬉しかったです。 

11 日に行われた心魂プロジェクトの演奏があま

りにも大きく、私の耳が耐えられなかったので看

護師さんにお世話になりました。感謝しておりま

す。                   

松井美穂 

 

      

 10 日の土曜日のシンポジウムについては、初め

てこのような講演に参加し、大変勉強になりまし

た。私も県や国や市に対して主張したいことを考

えて生きていこうと思いました。また、私や家族

がどうやって避難するのか考えるきっかけとなり

ました。 

 11 日の日曜日については、すごく心が弾みまし

た。コロナ後、コンサートに行くのは初めて。歌、

ドラム、キ－ボ－ド、生で最高でした。手をたた

いたり、心の中で歌ったり、リズムにのれました。 

特製シャツを着ている人がたくさんいて一つにな

れました。また近いうちに心魂さんにあいトピア

等でコンサートをして欲しいです。 

 看護師さんへ、妹が大変お世話になりました。

看護師というより医療関係者がいるコンサートは

珍しく、助かりました。また妹が音にびっくりす

る、という事が分かり勉強になりました。 

 コロナ禍だけど開催され参加できて良かったで

す。ほかの地域の障害者当事者とも、もっと交流

できると良いと思いました。いつかまた、父母の

会全国大会が豊橋で開催されることを願います。        

また数年後のアビリンピックにも行きたいです。                             

松井理恵 

 

 

 

 

     

『第 55 回 全国肢体不自由児者父母の会連合会

全国大会』に参加しました 

初めて全国大会に参加させていただきました。 

全肢連歌「太陽と共に」はずっと歌い継がれてき

たという歴史を感じました。そして新曲の全肢連

応援 SONG「笑顔をつなごう！」は明るくて素敵

な歌ですね。これから歌い継がれていくのが楽し

みです。 

 トークセッションでは、大会前日に国連が日本

政府に障害児の分離教育中止を要請したというリ

アルタイムの話をされました。私は息子が小学校

就学前に地域の学校や就学相談で言われたことを

思い出し、また毎日楽しく特別支援学校に通って

いる今を思うと複雑な気持ちになりました。それ

に自分の考えは古いのかもと考えさせられました。 

アフターイベントは親子で楽しみにしていた心

魂プロジェクトのデリバリーパフォーマンスでし

た。やはり生歌はいいですね。とても心に響きま

した。 

今大会の運営にご尽力いただきましたスタッフ

の方々に感謝いたします。 

             島田 育己(侑歩:母) 
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心魂プロジェクトによるデリバリーパフォーマンス

の会場より 

 

今回、第 55 回全国肢体不自由児者父母の会連合会

全国大会が無事に開催された事、本当におめでと

うございました。また、この豊橋で再び開催され

各関係謝様の方々の多大なるご配慮、誠にありが

とうございました。素晴らしい内容にとても勉強

になりました。 

8 年前、豊橋で全国大会開催されると聞き初め

て参加した事を思い出します。 

当時は特別支援学校に入学した年でまだまだ生活

にも子育てする心の余裕もなくて何か少しでも情

報を得たい気持ちから参加しました。  

あれから 8 年後、今回はあの時とはまた少し成⾧

した自分となり、気持ちの余裕が出来た中での参

加だったので、講演内容や災害のお話がとても興

味深くゆったりとした気持ちで聞く事ができまし

た。 

『住み慣れた地域で自分らしい生活が出来る共生

社会の現実』 

私の娘も卒業後に向けて考えていかなくてはいけ

ない年齢になり、どうしたら親も子供もハッピー

な子離れ親離れが出来るのか。どういう形だった

ら安心して子供が幸せに生きていけるのかをテー

マに仲間と共に話しはじめました。 

そんな矢先のこの全国テーマに玉木さんのお話、 

その中でも｢ありのままで良いのに健常に近づけ

ようとしていた｣という言葉が私の心にささりま

した。障害のある人もない人も共に生きる社会、

地域で暮らすということ。ありのままに。シンプ

ルにそういう方向性が形となった時に安心して子

供達が幸せに生きれるのかなと思いました。 

声なき声を上げていく事で少しづつでも形に出来

たらと願う１日となりました。 

また、災害についても改めて具体的にリスト化、

準備をし命を守る事へと繋ぎたいと思います。 

 

 

 

最後に心魂さんの心に響く歌声、こちらに寄り

添って下さった心魂さんのおもてなしに感謝、感

動の連続でした。 

貴重な機会に参加させていただき、本当にありが

とうございました。 

                                         

小山亜弥香(未結、結心:母) 

 

 

 

 



7 
 勉強会風景 

 

    2022.11.23 於あいトピア  

 

 成年後見制度の勉強会を 2022.11.23 日に会員 24 名が参加し開催しましたので報告します。 

⇒認知症や知的障害などで判断能力が不十分と判断された方が不利益を被らないよ

うに支援する制度。 

⇒本人や家族ら(4 親等以内)が利用を申し立て家庭裁判所が選任する。(当初は親族が約 9

割と多かったが、現在は弁護士ら専門職が約 8 割を占める) 

 ・成年後見人⇒本人に判断能力がない場合 

 ・保佐人⇒判断能力が不足するものの日常生活に支障がない場合 

 ・補助人⇒判断能力に不安がある場合 

⇒本人が十分な判断能力があるうちに後見人やその権限を自分で決め、任意後見契約を締

結し(公正証書作成)、本人の判断能力が不十分になった後に、任意後見人が事務を行う。 

⇒豊橋市社会福祉協議会が後見人等になる制度。 

 

成年後見制度は高齢社会を支え、本人の自己決定を尊重する狙いから 2000 年に介護保険とともに導入

された。ただ後見人に支払う報酬や煩雑な手続きで利用は 21 年度で約 4%にとどまる。 

 現在の仕組みは利用を開始すると原則と途中でやめたり出来ないため、必要な時だけ使えるようにす

る等柔軟に対応ができるように検討されています。 

⇒2026 年度までに民法改正を目指しています。私たちも声を出して改善を

お願いしていきましよう 

・利用し始めたら、後見人を途中で替えるのが難しい⇒新旧後見人の了解により可能 

・必要がなくなっても、症状が改善しない限り、死ぬまで利用をやめられない 

・後見人に報酬を支払い続けなければならず、経済的に不安。報酬額に明確な基準がなく、いくらかか

るか分かりにくい(月 2～6 万円程度)⇒家庭裁判所が判断し、報酬額を決定する 

・本人や家族の意思を尊重しない後見人がいる⇒現状では社会的にも改善されてきている 

・財産管理だけで身の回りの支援をしてもらえない 

・福祉と連携していない 

・手続きが煩雑で利用しづらい 等 

⇒後見制度による支援を受ける本人の財産の内，日常的な支払をするのに必要な

金銭を預貯金等として後見人が管理し，通常利用しない金銭を信託銀行等に信託する仕組みのこと。  

⇒豊橋市成年後見支援センターが、軽度の認知症や知的、精神障害のある方 

の日常生活を支援するため、ご本人との契約に基づいて①福祉サービスの利用援助②金銭管理の手伝 

い③重要書類の預かり、等を行っている。                       中神 
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2022 年 11 月 23 日 

小林将貴 

 

11 月 23 日に豊橋市成年後見支援センター 古地(ふるち)英明さんより、成年後見制度についての勉強

会があり参加いたしました。 

 

障害児をもつ親は、親亡き後に子が生活できるのか、どのように生活していくのか、常に不安に思っ

ていると思います。そのときに考えるべき制度の一つが、成年後見制度です。 

 

成年後見制度を利用することにより、金銭や不動産などの財産管理や、介護サービスや施設入所など

の契約行為を本人に代わって成年後見人が行うことができるようになります。申し立てにはおおよそ 1

万 7 千円程度かかり、家庭裁判所が決めた金額を毎月報酬として支払います(月におおよそ 2～6 万円)。

成年後見人の申し立てをすると、取り下げることはできません。後見人には、親族後見と第三者後見（弁

護士などの法律の専門家や社会福祉士など）あるそうですが、親族後見では金銭の使い込みなどの問題

が多いため、最近は第三者後見が増えているそうです。成年後見人は一度つけてしまうと、本人が病気

などから回復し判断能力が戻ったりしない限り、外すことはできません。 

 

成年後見制度には法定後見制度以外にも任意後見制度があります。任意後見制度を使うと本人が必要

な判断能力がある間に、将来判断能力が不十分になった時の後見事務の内容と代理人(任意後見人)を、事

前の契約で定めておくことができます。子が未成年の場合に、父親と母親をお互いにたすきがけで子の

任意後見人にすることができるそうですが、法律的な解釈はまだ定まっていないということでした。任

意後見制度は任意後見監督人をつける必要があり、その分、費用がかかるため、利用されている方は限

られています。 

 

豊橋市成年後見支援センターでは、個別の相談や申し立ての書類作成の手伝いなどを行ってくれるそ

うですので、詳しく話しをされたい方は事前に連絡の上でお越しください、とのことでした。 

 

成年後見制度は申請が大変であることや、後見人が最終的に家庭裁判所で決められてしまうこと、一

度後見を始めてしまうと取りやめることができないといったデメリットがあるため、正直なところ使い

やすい制度とは思いません。しかし、いつかは親が先に亡くなるであろうことを考えると、どこかのタ

イミングで利用することは避けられないと感じました。今回の勉強会をきっかけに、いつ、どのタイミ

ングで成年後見制度をおこなうのが娘にとって一番良いのか、夫婦で話し合ってみたいと思います。 

 

最後に、令和 5 年 3 月に任意後見制度と死後事務委任契約についての勉強会も開かれるということで

した。ご興味がある方はぜひ参加してみてはいかがでしょうか。 
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【愛肢連行事】 

わいわいカ－ニバル 2022 開催!! 

2022.10.29 あいトピア  
  わいわいカ－ニバルが 10 月 29 日開催されました。 

 今年もコロナ感染予防を踏まえ、例年のような行事は実施できず、会場を分散(主会場の岡崎や豊橋、

一宮等)、または自宅でのオンライン参加です。豊橋では豊橋会場(あいトピア 多目的ホール)に 25 名の

方が参加されました。 

 開会の挨拶後、心魂プロジェクトさんが今年の全国大会(豊橋)で作詞作曲していただいた全肢連応援ソ

ング「笑顔をつなごう!」に合わせて体を動かし(準備体操)、ビンゴ、じゃんけんゲーム、○×ゲームに

挑戦しました。参加者に笑顔がこぼれ楽しいひと時を過ごしました。その後は三河高校の生徒さんたち

による三河乱舞を観賞しました。 

  コロナ禍の時代、まだまだ安心して行事が開催できず楽しむ機会も少なくなっています。 

これからも感染防止に十分気を付けやっていきたいと思います。         中神 

【わいわいカーニバルに参加して】 

今日はわいわいカーニバルに参加させていただきました。あいトピアでオンラインだったので参加し

やすかったです。 

○×クイズの時にみんなの前で問題を出したので少し緊張しました。今まであまりしたことがなかっ

たので良い経験になりました。ビンゴ、じゃんけんゲーム等楽しい時間を過ごせました。 

また機会がありましたら参加したいと思います。参加賞等のお土産もいただき、ありがとうございま

した。                                   小池優加梨 

 

令和 4 年 10 月に宇都宮市で開催された、いちご一会栃木国体で鈴木晶子さんが 25ｍ背泳ぎと 50ｍ

自由形で優勝。⾧野市で 11 月に行われた日本パラ水泳選手権大会でも 50ｍ背泳ぎ、50ｍ自由形で

優勝されました。おめでとうございます！本当にすごいですね。詳しい報告や感想等は次号で紹介

させていただきます。 
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田原市⾧と金田さん  

栃木大会に行く前の市⾧表敬訪問 

 

金田大輝さんが障がい者スポーツ栃木大会ボッチャ大会

で優勝、浜松で行われたボッチャ大会で準優勝されました。

おめでとうございます！金田さんから浜松ボッチャ大会の

報告をいただきました。 

 

僕は５月１４日（土）「第１７回浜松ボッチャ大会」浜松アリーナにてオープンクラスで
準優勝しました！また頑張りたいです。父と母は、他コートの審判をしていてほとんど試合
を見ていませんが、自分ひとりで戦う競技なので、頭で考えながらボールを投げました。 
田原では、衣笠市民館で火、水、木曜日に練習しています。 
 
※オープンクラスとは、パラリンピック対象外選手のことです。 

左が金田さん 浜松ボッチャ大会にて 



11 
 

【豊障連行事】

 

 

令和 4 年 4 年 9 月 24 日  

於：さくらピア 

 

毎年行われていたさくらピア避難所体験、今年は「川について考えよう」と「災害にも役立つソロキ

ャンプの知恵」です。新型コロナ禍の現在、参加者を 30 名に絞って実施されました。 

それぞれ興味深い議題であり、そのポイントを報告します。 

 

① 川について考えよう(講師:河川課:近藤氏・丸山氏) 

・2022 年は、地球温暖化の影響か日本列島のあちこちで集中豪雨による災害が起きていて、昨日

(9/23 日)も台風 15 号により静岡で道路に水があふれ家屋損壊、床上下浸水、断水等大きな被害が

出ています。 

・日本の降雨量は世界平均の 2 倍となっています。 

・川の働き 3 本柱は 

    1.治水(大雨を安全に海に流す)  2.利水(田んぼや畑等の活用) 3.環境保全で私たちの日常生活

に非常に重要な事です。 

・1 時間に降る雨の量の基準は 

     5～10ｍ(水たまりができる)、10～20ｍ(地面が一面水たまり)、20～30ｍ(土砂降り)、 30ｍ以上 

(道路に水が溢れる) となっています。 

・洪水ハザードマップの活用⇒大雨により河川が増水・氾濫した場合の浸水の範囲深さ及び各地区

の避難場所を示したもので、洪水に備えて市の HP や防災ラジオで近くの川がどの状況か確認し、

避難経路、場所を知っておくことが必要。 

・豊橋ほっとメールの登録⇒無料で防災・避難情報等が配信される。是非登録し万が一の時に備え

ておきましょう。 

・避難情報・警戒レベル 4 が発令された場合は速やかに全員避難場所に避難しましょう。 

② 災害にも役立つソロキャンプの知恵(講師:モンタニア:牧野氏) 

・避難生活にも役立つキャンプ用品が紹介されました。 

・今回は寝具と食事についての防災用品等具体的なお話がありました。 

    ・寝袋はいろんな種類があり、各自の希望に沿ったものを選ぶことが必要。レスキュ－シ－トは掛

け布団にもなるという話もありました。 

    ・保存食等もいろいろ考えられてきていますが、山や沢の水を簡単にウィルスやバクテリアをほぼ

除去できる浄水ボトルはとても興味が持てました。(時間 8 秒、除去率 99.9%) 

    ・また普段歯みがきが難しい子どもたちの口腔ケアに飲み込んでも大丈夫なゼリ－状の歯みがき製

品は障害が重たい子どもたちには大変有効だと思いました。 

    ・キャンプ用品の道具が揃っていると避難時の生活に役立ちますとお話しされました。 

    ・防災用品は近代著しく進化しています。                      中神 
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ふくふくの皆さんの作品 

【豊障連行事】 
令和 4 年 12 月 3 日 

 

 

 

第 40 回愛知県心身障害(児)者福祉大会 

今年の心身協福祉大会は県社会福祉会館で表彰式のみ実施され、下記の方たちが受賞されましたので

ご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豊障連行事】              第 22 回豊障連文化祭  

2022.11.15～11.20 さくらピア 

今年の文化祭もコロナ感染予防を踏まえ昨年同様作品展が開催されました。   

作品は障害児者団体、施設関係、サ－クル活動等、各自腕を競って作製した絵画、さおり織り、書道、

和紙工芸、寄せ植え等多くの作品が展示されました。 

父母の会からはふくふく、笑い太鼓の皆さんが作品を展示してくれました。心のこもった素晴らしい

ものばかりで参加者は感心しながら見て廻っていました。 

コロナの感染防止が一日も早く収束し通常の文化祭を楽しみにしたいですね。 

なお、さくらピアが開設から 40 周年になり、1F ロビーでは 40 周年の歩みが展示されていました。 

 

 

 

 

 
文化祭 

笑い太鼓の皆さんの作品 

 

<知事表彰> 

(自立更生者) 鈴木晶子 

<会長表彰> 

(自立更生者)石田 準 
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2022.11.20 

於: ホテルシ－パレスリゾ－ト 

【父母の会行事】      

 

 

 

  

 

 

今年の東三河療育キャンプはコロナの感染防止に十分配慮し

マスクの着用や三密を避けて 11 月 20 日にホテルシ－パレスリゾ

－トで映画鑑賞と食事会を開催しました。総勢 58 名の参加です。

今回の映画鑑賞は障害児者のきょうだいについて、実際にきょう

だい児たちが制作した映画・題名「ふたり～あなたという光～」

を鑑賞し、それぞれの思いについて考えるきっかけづくりになれ

ばと企画しました。みなさんいかがだったでしょうか。 

 その後はテ－ブル席を囲み、家族毎に黙食で少しリッチにランチを楽しみました。とても美味しくい

ただきました。コロナ禍でなかなか出かけられず疲弊する日常が続いていますが、介護で頑張っている

お父さん、お母さんの方に少しは安らぎの時間をもってもらえたと思います。今までと違ったこんな療

育キャンプも良いかなと思いました。                        中神 

 

障害児のきょうだいにクローズアップされる機会があまりないように感じていたので、今回の映

画を楽しみにしていました。実際拝見して、共感できる点が多々あり、あまり人に理解や伝えるこ

とのなかったモヤモヤが映画という形で表現されていて自分の心の中の課題が見つかり整理されま

した。 

これからもこのような映画というかたちを通して世の中の人に広く障害者の存在を知ってもらい

偏見や差別が少しでもなくなる世の中になればと思います。            中林夕貴 
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 松井 美穂 

（まつい みほ） 

【年齢】28歳 

 

【好きな事・今後の夢

など】 

雑誌を見ること 

 

【趣味・得意なこと】 

花を花びんに生けること 

【がんばっていること】 
料理を作ること。作れる料理を増やしたい

です。 
 

【好きな事・今後の夢など】 

音楽が大好きでディズニー系がかかると声を

出して喜んだりします。 

テレビの前で YouTube のディズニーランドを 

よくみてます。 

ドラえもんのどこでもドアがほしいな！と 

いうのが未来の夢！！ 

 

 

               

 

 

13 歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

【好きな事・物】 

散歩 ブランコ ドライブ  

音が鳴る光るおもちゃ 

【趣味・得意なこと】 

 笑顔で御破算 

【がんばっていること】 
青い鳥のリハビリ  

お父さんお母さんのお店の手伝い  

【みんなに言いたいこと】 

なんでもいいので自分のＰＲをしてね！  

よろしくおねがいします。 

 

 

  
 藤田  未来 

（ふじた みく） 

【年齢】30 歳 

【通所先等】 

春日塾、もくせいの花、 

信愛医療療育センター 

めぐみ・同センターの日中 

 

 服部 叡享 

(はっとり あきたか) 

 

【学校名・学年】 

豊橋特別支援学校  

中学部 1年 

 

【年齢】 13 歳 

【好きな事・今後の夢】 
ずっと元気で陸に通って仕事がしたい 

 
【趣味・得意なこと】 
カラオケ 

 
【がんばっていること・好きなこと】 
休まず事業所に通って仕事をして、仲間の人と

楽しく話をすること 
 
 

  池田  照文 

（いけだ てるふみ） 

 

【通所・勤務先】 

特定非営利活動法人 

てのひら・陸 
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１月 ７日（土） ○はたちのつどい・あいトピア 

３月１９日（日）   豊障連＆北ライオンズクラブ懇親ボーリング大会 

３月２５日（土）   定期総会・あいトピア 

〇印の参加募集はありません 

 

※予定は順次ご案内いたします。急な変更・中止となる場合がございます。ご了承のほどお願い致します。 

 

 

 

☆あとがき☆ 

・今回の表紙は佐藤志菜さんの作品です。素敵な作品をありがとうございます。 

・「父母の会ふれあい短期介護支援」「父母の会入院付添い支援」を活用しましょう。短期介護支援や入

院付添い支援は緊急時や入院時に見てもらう人がいないとき、同居以外の親族等にみてもらい、その介

護支援費用（1 日 4 時間以上・5,300 円）のうち 4,500 円を父母の会で負担するものです。使ってみたい

と思われた時、分からない事があった時には遠慮せずにご相談ください。会員の皆さまのご意見、ご要

望を受けてより利用しやすい事業にしていきたいと思っています。 

・父母の会相談員は中神達二、鈴木智江子、後藤久代、星川広江、磯田周平、尾崎博美、奥平久美子で

す。悩み事・心配な事、何でも気軽に相談してください。 

・原稿や感想文を寄せていただいた方には、クオカードまたは図書券をプレゼントしています。積極的

に投稿をお願いします。 

・新会員も大募集中です。隣近所でまだ父母の会に入会されていない方がありましたら是非ご紹介くだ

さい。手帳をお持ちであれば障害の種別は問いません。 

・年会費は￥2,000 です。年会費は振込みも出来ます。年会費がまだ納めてない方は下記の振込先に振

り込みをお願いします。（できるだけ同封しています振込用紙をご使用ください） 

ゆうちょ銀行 口座番号 00840-1-135126  加入者名  豊橋市肢体不自由児 ( 者 ) 父母の会         

ゆうちょ以外の銀行等からの振込の場合 ゆうちょ銀行:店番 089 口座番号 0135126 口座名:同上 

＜お願い＞                                             

・いろいろな行事について出席のご返事のあと変更になった場合は 中神 まで電話またはFAXかメール 

にてご連絡お願いいたします。                                   

  TEL：0532-23-3217   FAX：0532-23-4830  E-mail：rsa34375@nifty.com  

 

 

 


